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近年、deoxynucleotidyltransferase（Tdt）一mediated biotinylated dUTPTbiotin nick－end labeling
（TUNEL）法を用いることにより、比較的簡便にapoptosisにおちいった細胞の評価が可能となった。
増殖能とapoptosisとの関係については議論がいまだ多く、まだinvivoでの検討はなされていなかっ
た。今回の研究によりラット神経膠腫モデルにおいてapoptosisは増殖能が高い腫瘍ほど多くみられ
ることが示され、増殖能との密接な関係が示唆された。
【まとめ】
invivoモデルで神経膠鷹の増殖能とapoptosisとの関係について検討した。aPOptOSisはすべての腫
瘍で認められ、腫瘍の増殖能との密接な関係が示唆された。この結果は脳腫瘍の治療によってどの
ように増殖能、apOptOSisが影響を受けるかを検討する上で重要なデータと考える。
論文審査の結果の要旨
脳腫瘍の治療効果判定、予後の推測を行う際、腫瘍の生物学的特性を知ることは極めて重要であ
る0本研究はラット実験モデルを用いて、神経膠厘の特性と細胞動態を解析したものである。
胎生期にethylnitrosoureaを投与することにより誘発される神経膠厘は、生後24週頃より観察され、
その成長過程で、腫瘍倍加時間（Vd）をMRIで、理論的倍加時間（Tp）をbromodeoxyllridine
（BrdU）とiododeoxyuridine（IodU）の時間差二重標識により算定した、その結果、Vdは3．3～29．2日、
Tpは2．3～13．3日であり、共にBrdU標識率の高低と相関を示した。一方、VdとTpから算定されるcell
loss factor（CLF）は0．3から0．7までのものが多かった。TUNEL法でapoptosisを同定すると、
apdptosisindex（AI）は0．04～0．78％で、腫瘍によりばらつきがみられたが、CLFやAIもBrdU標識
率と相関していた。この結果は神経膠厘のような恵性腫瘍においてもapoptosis機構が保持されてい
ることを示し、特筆できる所見であった。
本研究は、神経膠腫の成長と細胞動態を明らかにしたもので、臨床研究に有益な情報を与えるも
ので、博士（医学）の学位論文に債すると認められる。
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